
 

２０２６年８月５日 

株式会社 中国銀行 

 

東岡山工業高等学校の生徒と地域企業が参加する 

「ものづくり×脱炭素ワークショップ」を開催しました 

 

  中国銀行（岡山市 頭取 加藤 貞則）では、７月１４日（火）、岡山県立東岡山工業高等

学校において、同校の生徒２４名と地域企業１０社１２名が参加する「工業高校と地域企

業によるものづくり×脱炭素ワークショップ」を開催しました。 

本ワークショップは、工業高校の生徒と地域企業が、カードゲームを通じて経済と環境

の両立を学ぶ取組みです。生徒と企業担当者が同じチームで議論することで、世代や立場

を超えた気付きや相互理解を深める機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開催概要】 

項目 内容 

名称 工業高校と地域企業によるものづくり×脱炭素ワークショップ 

日時 ２０２６年７月１４日（火） １２：３０〜１６：００ 

会場 岡山県立東岡山工業高等学校 

参加者 生徒２４名、地域企業１０社から１２名（計３６名） 

＜参加企業（五十音順）＞岡山コンクリート工業株式会社／株式会社岡文館印刷所／三栄鉄工株式会社 

 ／株式会社ＳＡＮＹＵ／有限会社常定工作所／株式会社ティーエス自動車／株式会社中原製作所／株

式会社マルワ電化／モリマシナリー株式会社／有限会社頼鉄工所 

 

【ワークショップの特徴】 

カードゲームで"脱炭素"を疑似体験できるワークショップです。参加者は各職種の立場か

ら、資金・環境・時間の制約の中で意思決定をおこない、異なるゴールを持つプレイヤー

との対話・交渉を通じて、経済活動と環境保全のバランスを体感的に学ぶことができます。 

なお、中国銀行では、本ワークショップと同じカードゲームを活用した「ちゅうぎんグ

リーンワークショップ」を企業・学校向けに開催しており、脱炭素に関する理解促進や人

材育成を支援しています。 



＜カードゲームで実際に使用するツール＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート結果】 

参加者を対象としたアンケートでは、環境問題を「自分ごと」と捉える参加者の割合が、

参加前の４０％から参加後は９１％へ向上し、参加者の意識変容がうかがえる結果となり

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加した生徒からは「実際にシミュレーションすることで理解できた」「将来に関係する

し、環境の仕事につく人は有利になりそう」、参加企業からは「経済と環境を両立させるバ

ランス感覚を学べた」「地域の生徒と関われる非常にいい機会。次回もぜひ参加したい」と

の声が寄せられました。 

 

【当行の今後の取組みについて】 

環境への取組みは、地域企業が将来を担う人材から選ばれるための重要な要素となりつ

つあります。今回のワークショップに参加した生徒の声からも、脱炭素・環境分野が自ら

の将来や地域企業の事業活動と結びつくテーマとして受け止められていることがうかがえ

ました。 

当行は、中期経営計画に掲げる「地方創生ＳＤＧｓの深化」のもと、本ワークショップ

をはじめとした学びの場の提供を通じて、脱炭素・ＳＸの推進と地域の魅力向上に取組み、

地域経済の発展と持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

以  上 

 

本件に関するお問い合わせ先（ＴＥＬ ０８６－２２３－３１１１） 

コンサルティング営業部 木 下（０８０－５４０７－５６２８） 

広報センター      岡 嶋（内線２２５５） 
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自分とは関係ない問題だと思う 関係はあるが、自分にはあまり影響がないと思う 多少は自分に関係があると思う 自分の生活と深く関わっていると思う 自分の行動が影響していると強く実感している

環境・脱炭素に関する意識について（全体：ｎ＝35）

参加前 参加後


